
試験運行開始
12 月 1日より市街地を循環します

中
央
通
り

南大通り

南通り

国道23 4号

北ルート

南ルート

バス停留所

コミュニティバス試験運行路線図

※詳細な運行コースや時刻表などは、広報くりやま 12 月号でお知らせします。

コミュニティバス
無 料

　

町
で
は
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
々
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
市

街
地
を
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

試
験
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
加
速
化
す
る
高
齢

社
会
の
諸
課
題
な
ど
に
対
応
す
る
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
来
年
11

月
予
定
の
本
格
運
行
に
向
け
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
試
験
運
行
（
予
定
）
期
間
】

　

12
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年
10
月
31
日
㈪

【
運
行
コ
ー
ス
】
下
図
の
と
お
り

【
バ
ス
の
大
き
さ
】

　

29
人
乗
り

　
（
座
席
10
、
立
ち
席
18
、
運
転
席
１
）

【
利
用
料
金
】

　

無
料
（
試
験
運
行
期
間
中
の
み
）

【
１
日
の
便
数
】　

　

８
便
（
１
便
１
時
間
程
度
の
運
行
）

【
そ
の
他
】

　

乗
車
の
際
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
と
12
月

31
日
㈭
～
１
月
５
日
㈫
は
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

3 広報くりやま   2015. 11 22015. 11　広報くりやま   

㊻

ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る
豊
か
な
生
活

　

こ
ん
に
ち
は
、
栗
山
青
年
会
議
所
の
池

渕
で
す
。
皆
さ
ん 

「
最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
し

て
ま
す
か
？
」 

　

先
月
か
ら
、
私
た
ち

栗
山
青
年
会
議
所
の
メ

ン
バ
ー
は
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
」
が

毎
週
月
曜
日
に
行
っ
て
い
る
「
マ
ラ
ソ
ン

ク
ラ
ブ
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

　

私
自
身
、元
々
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
、

現
在
も
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

週
１
回
、体
を
動
か
し
て
い
る
の
で
す
が
、

走
る
の
だ
け
は
と
て
も
苦
手
で
す
。（
笑
）

　

も
ち
ろ
ん
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

な
い
他
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
余
計

に
苦
痛
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
歴
史
は
、
昭
和
36
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
12
年
に
は
文
部

科
学
省
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
計
画
の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て

２
つ
の
観
点
か
ら
な
り
、
１
つ
め
は
「
個

人
的
な
意
義
＝
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ

る
、健
康
・
体
力
づ
く
り
」、２
つ
め
は
「
社

会
的
な
意
義
＝
青
少
年
育
成
・
住
民
交
流
・

経
済
効
果
な
ど
」
で
す
。 　

　

私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な

意
義
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
ず
、
た
だ
ひ
た

す
ら
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
く
な
る
こ
と
だ
け

を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
大

人
に
な
っ
た
今
、
２
つ
め
の
観
点
に
あ
る

「
社
会
的
な
意
義
」、
特
に
住
民
交
流
こ
そ

が
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
で
は
な
い
か
と
、

実
際
に
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
に
参
加
し
て
か
ら
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
知
り
合
う
機
会
の
な
か
っ
た

方
々
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
す
る
こ

と
で
、
日
常
生
活
に
広
が
り
が
増
し
、
よ

り
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
延
長

線
上
に
は
、
よ
り
良
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
交
流
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
時
に

は
、
ど
う
か
お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し

ま
す
。（
笑
）

こ
ん
に
ち
は
！

まちづくり懇談会

■ まちづくり懇談会開催日程

月　日 時 　間 場　所

12 月 1 日火

18:30 ～

カルチャープラザ「Eki」

12 月 2 日水 角田農村環境改善センター

12 月 3 日木 南部公民館

　" ふるさとくりやま " の現在のことや未来のことなど、町民皆さん
と身近に語り合う「まちづくり懇談会」を開催します。
　多くの町民皆さんの参加をお待ちしています。

【問い合わせ】町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんの声を町政に



基
金
の
状
況
は
？

　

平
成
26
年
度
は
、
2
億
１
８
１

８
万
円
の
積
み
立
て
に
対
し
、
3

億
７
３
０
８
万
円
を
取
り
崩
し
て

支
出
に
充
て
ま
し
た
。
積
立
金
の

主
な
原
資
（
元
に
な
る
資
金
）
は
、

町
債
の
返
済
に
充
て
た
残
金
の
積

立
分
や
、
町
へ
の
寄
附
金
収
入
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
年

度
末
の
残
高
は
９
億
３
２
６
９
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

1
億
５
４
９
０
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
民
一
人
あ
た
り
の
預
金
額
は

7
万
5
千
円
（
前
年
度
8
万
4
千

円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
の
種
類
は
？

　

基
金
の
原
資
は
、
町
へ
の
寄
附

金
や
積
立
利
息
、
国
か
ら
の
交
付

金
な
ど
で
す
。
基
金
は
目
的
に
応

じ
、
必
要
な
時
に
取
り
崩
し
て
使

う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
財ざ

い
せ
い
ち
ょ
う
せ
い
き
き
ん

政
調
整
基
金　

収
支
不
足
が
生
じ
た
場
合
の
備

え
で
す
。

◇
減げ

ん
さ
い
き
き
ん

債
基
金

町
債
の
返
済
を
計
画
的
に
行
う

た
め
の
備
え
で
す
。

◇
特と

く
て
い
も
く
て
き
き
き
ん

定
目
的
基
金

福
祉
の
充
実
や
産
業
の
振
興
な

ど
、
目
的
に
応
じ
た
事
業
を
実

施
す
る
際
の
備
え
で
す
。

決
算
ま
ち
の
　
　
　
と
　
　
　
の
状
況

預
金

借
金

区　　分
平成 25 年度末

残高
平成 26 年度

積立額 取り崩し額 年度末残高
① ② ③ ① + ②－③＝④

財政調整基金 7 億 4,553 万円 503 万円 3 億 3,464 万円 4 億 1,592 万円
減 債 基 金 1,460 万円 897 万円 － 2,357 万円
特定目的基金 3 億 2,746 万円 2 億　418 万円 3,844 万円 4 億 9,320 万円
合 計 10 億 8,759 万円 2 億 1,818 万円 3 億 7,308 万円 9 億 3,269 万円

【平成 26 年度末の基金残高】

町
債
の
状
況
は
？

　

平
成
26
年
度
は
、
元
金
と
し
て

18
億
７
５
４
９
万
円
を
返
済
し
、

新
た
に
19
億
３
１
０
４
万
円
を
借

り
入
れ
ま
し
た
。
新
規
借
入
の
主

な
内
容
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉

徳
苑
個
室
化
補
助
事
業
お
よ
び
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
整

備
補
助
事
業
な
ど
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
年
度
末
の
残
高
は
１
７
５
億

６
７
４
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
５
５
５
５
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高

は
、
１
４
０
万
３
千
円
（
前
年
度

１
３
７
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
の
目
的
は
？

　

町
債
に
は
「
毎
年
の
財
源
を
平

均
す
る
役
割
」
と
「
現
在
と
将
来

の
町
民
の
負
担
を
公
平
に
す
る
役

割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
や
施
設
な
ど
の
整
備
に

は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
そ
の
年
の
収
入
だ
け
で
行
う

と
、
そ
の
他
の
事
業
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
整
備
す

る
と
、
そ
の
年
だ
け
で
な
く
将
来

に
わ
た
っ
て
使
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
の
年
の
納
税
者
だ
け
に
負

担
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
将
来

世
代
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら

う
た
め
、
町
債
を
活
用
し
て
分
割

払
い
で
返
済
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
節
約
に

努
め
、
新
規
借
入
を
で
き
る
限
り

抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
町
が
借
金
で
資
金
を
調
達
で
き

る
の
は
、
公
共
事
業
の
資
金
と

す
る
場
合
や
、
国
の
制
度
改
正

な
ど
に
よ
っ
て
、
町
の
収
入
が

減
少
す
る
場
合
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

地域密着型特別養護老人ホーム
「くりのさと彩」

【平成 26 年度末の町債残高】

区　　分
平成 25 年度末

元金残高
平成 26 年度

元金返済額 借入額 年度末元金残高
① ② ③ ①－② + ③＝④

一 般 会 計 106 億 4,005 万円 11 億 5,787 万円 15 億 2,194 万円 110 億 　412 万円
特 別 会 計 1,100 万円 － 300 万円 1,400 万円
企 業 会 計 68 億 6,080 万円 7 億 1,762 万円 4 億　610 万円 65 億 4,928 万円
合 計 175 億 1,185 万円 18 億 7,549 万円 19 億 3,104 万円 175 億 6,740 万円

預
金

借
金

限られた予算を
大切に…

300 億円

250 億円

200 億円

150 億円

100 億円

50 億円

16年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

251.6 247.9
233.8

222.4
210.9

201.9 197.3 190.1
181.0

0.1

町債残高の推移
企業会計
特別会計
一般会計

163.8 162.1 150.6 140.2
128.9 120.6 117.3 112.2 107.3

73.677.980.081.382.0
82.2

83.2
85.887.8

175.1

106.4

68.6

25 年度

110.0

0.1

65.5
175.6

26 年度

知
っ
て
お
き
た
い
！
　

ま
ち
の
予
算

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

　

今
月
号
で
は
、
町
の
預
金
（
基き

き
ん金
）
と
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
て
い
る
借
金
（
町ち

ょ
う
さ
い債）
の
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

25 億円

20 億円

15 億円

10 億円

5億円

16年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

21.6
19.2

16.0

8.5

10.6
11.5 11.1

0.3

基金残高の推移
特定目的基金
減債基金
財政調整基金

7.3
8.2 7.7

5.4 4.6
6.8 7.5

8.8 8.4

5.3

9.0

11.5
10.3

4.8

6.2

2.72.7
3.13.2

4.2

4.1 3.9

2.2
3.6

25 年度

10.9

7.5

3.3

0.1

26 年度

4.2

0.2

4.9

9.3

5 広報くりやま   2015. 11 42015. 11　広報くりやま   

知っておきたい！まちの予算



◆
犯
罪
被
害
者
週
間

　
11
月
25
日
㈬
～
12
月
１
日
㈫

　

あ
る
日
突
然
、
何
の
落
ち
度

も
な
い
の
に
、
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
、
命
を
落
と
し
た
り
、
傷

害
を
負
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本

計
画
」
で
は
、
毎
年
「
犯
罪
被

害
者
等
基
本
法
」
の
成
立
日
で

あ
る
12
月
１
日
以
前
の
１
週
間

を
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

目
的
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉

ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮

の
重
要
性
な
ど
、
国
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
す
。

正しくごみ分別
　　 　　 できていますか？

平
成
27
年
度
ご
み
質
調
査
結
果

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
住
民
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、

遺
族
の
方
々
が
再
び
平
穏
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理

解
と
支
援
が
大
切
で
す
。

◆
冬
の
交
通
安
全
運
動

　
11
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

　

冬
に
な
る
と
、
厳
し
い
冷
え

込
み
や
降
雪
に
よ
り
、
路
面
が

雪
や
氷
で
覆
わ
れ
る
ほ
か
、
吹

雪
に
よ
り
視
界
が
極
端
に
悪
化

す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
冬
型

事
故
」の
危
険
が
発
生
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
点
灯

を
心
掛
け
、
万
が
一
の
場
合
、

す
ぐ
に
緊
急
操
作
が
で
き
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
信
号
が
青
に

な
っ
て
も
、
必
ず
左
右
と
足
元

を
確
認
し
て
横
断
歩
道
を
渡
る

と
と
も
に
、
反
射
材
用
品
な
ど

の
着
用
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
お
酒

を
口
に
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
運
転
し
な
い
「
飲

ん
だ
ら
乗
る
な
！
乗
る
な
ら
飲

む
な
！
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
す
る
こ
と
を

知
っ
て
い
て
一
緒
に
飲
酒
し
た

場
合
や
お
酒
を
進
め
た
場
合
に

は
、そ
の
場
に
い
た
人
も
罪（
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
な
ど
）
に
な
り

ま
す
。

　
“
止
め
る
”
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
で
地
域
支
援
の

輪
を
広
げ
よ
う

厳
罰
�
待
っ
て
い
る
の
は

悲
劇
と
絶
望

火
災
想
定
訓
練
の
た
め
の

　
　 

　
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

日　時 分団名 地　区
11 月 5 日㈭

7：00 ～ 第３分団 継立・日出・南学田

11 月 6 日㈮
6：30 ～ 第１分団 栗山

11 月 6 日㈮
7：00 ～ 第２分団 角田・雨煙別

平成 27 年度　第１回火災想定訓練日程

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
ご
み
分
別
が
、

適
切
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
毎
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
無
作
為
に
ご
み
を
回
収
し

中
身
を
確
認
す
る
「
ご
み
質
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
分
別
状
況
を
分
析

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
ご
み
質
調
査
の
概
要
】

●
実
施
日
（
回
収
日
）

　

10
月
５
日
㈪
～
６
日
㈫

●
収
集
対
象

　

商
店
街
、
ア
パ
ー
ト
、
団
地
、

住
宅
街
、
事
業
所

●
調
査
ご
み
総
重
量

　
（
炭
に
で
き
る
ご
み
）
１
２
９
㌕

　
（
炭
に
で
き
な
い
ご
み
）
１
７
３
㌕

　

炭
に
で
き
る
ご
み
の
分
別
状

況
は
、
適
正
分
別
が
約
82
％
で

し
た
。
昨
年
度
の
適
正
分
別
は

約
63
％
で
し
た
の
で
、
分
別
状

況
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

改
善
の
要
因
は
、
以
前
は
炭

に
で
き
る
ご
み
袋
に
不
適
正

物
と
し
て
多
く
入
っ
て
い
た

「
ペ
ッ
ト
砂
・
ふ
ん
・
汚
物
類
」

や
「
雑
紙
等
資
源
紙
」
が
適
正

に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※
ペ
ッ
ト
砂
・
ふ
ん
・
汚
物
類

は
「
炭
に
で
き
な
い
ご
み

袋
」、雑
紙
等
資
源
紙
は
「
資

源
袋
」
で
排
出
す
る
の
が
正

し
い
分
別
で
す
。

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
の
分
別

状
況
は
、
適
正
分
別
が
約
44
％

で
し
た
。
昨
年
度
の
適
正
分
別

は
約
32
％
で
し
た
の
で
、
分
別

状
況
は
良
く
な
っ
て
は
い
ま
す

が
、
ま
だ
約
６
割
の
不
適
正
物

が
混
在
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

主
な
不
適
正
物
は
、生
ご
み
、

布
類
・
衣
類
、
紙
類
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
な
ど
で
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
生
ご
み
が
多
く
、
腐

敗
が
進
ん
で
い
る
も
の
も
多
く

混
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
調
査
結
果
で
、
昨
年

よ
り
も
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」

「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
と
も

に
適
正
分
別
の
割
合
が
上
が

り
、
皆
さ
ん
の
分
別
が
よ
り
適

正
に
な
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
不
適
正
な
分
別
の

ご
み
袋
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
も
よ

く
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
放
置
さ
れ
た

不
適
正
な
分
別
ご
み
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
再
分
別
し
て
い
る
と
い

う
町
内
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
住

み
よ
い
環
境
を
築
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

炭
に
で
き
る
ご
み
（
茶
）

炭にできない
（ゴムなど）
1.1％

適正に分別されている
82.1％

生ごみ　1.6％

可燃性資源（雑紙など）
14.6％

不燃性資源（金属など）
0.5％炭

に
で
き
な
い
ご
み
（
緑
）

適正に分別
されている
44.2％

炭にできる
（布類など）
33.6％

生ごみ
9.9％

可燃性資源
（プラスチック類など）
8.7％

不燃性資源（金属など）
3.6％

ご
み
分
別
の
徹
底
を

炭にできないごみ袋の中身。多くの不適正物が混入

ごみ質調査の様子

【問い合わせ】町環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

適正物 不適正物

　

栗
山
消
防
団
で
は
、
平
成
27

年
度
第
１
回
火
災
想
定
訓
練
の

た
め
、
下
記
の
日
程
で
消
防
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行

し
ま
す
。

　

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署　

　

☎
�
０
１
５
０

【
運
動
の
重
点
】

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ

に
よ
る
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュッとちゃん」

  

ス
ロ
ー
ガ
ン

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

  

～
め
ざ
せ 

安
全
で

　
　
　
　   

安
心
な
北
海
道
～
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◎広告媒体について
封筒種類 角 2 号封筒

封筒規格 縦 332mm ×横 240mm

発行頻度 月平均　1,000 枚

使用内容
汎用封筒（役場各課所、教育委員会、北
海道介護福祉学校が配布・発送する公用
封筒として使用）

配布エリア 主に町内全域（町外向け使用も有）

配布方法 郵送および手渡し

平
成
19
年
11
月
よ
り
、
町
が

配
布
・
発
送
す
る
「
共
通
公
用

封
筒
」
へ
民
間
事
業
者
な
ど
の

広
告
を
掲
載
し
、
町
の
資
産
を

有
効
活
用
し
た
「
広
告
掲
載
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
事
業
は
、
町
の
資

産
を
広
告
媒
体
と
し
て
有
効
活

用
し
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
の

封筒種類 角 2 号封筒

発行部数 12,000 枚

使用予定期間 平成 27 年 12 月～平成 28 年 11 月

広告規格 縦 100mm ×横 100mm（1 枠あたり）

募集枠数 4 枠

掲載面・位置 封筒の裏面（上下段）

印刷色 茶（1 色）

広告料

【１／２枠】　24,000 円
（内訳 @2 円× 12,000 枚）
【1 枠】　48,000 円
（内訳 @4 円× 12,000 枚）
【2 枠】　72,000 円
（内訳 @4 円× 2 枠× 12,000 枚× 75％）

◎広告掲載募集内容について

町
の
封
筒
広
告
を
募
集

【1 枠】
48,000 円

町
の
共
通
公
用
封
筒
で

企
業
広
告
を
運
び
ま
す
！

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

FAX
�
３
１
７
９

Ｅ
メ
ー
ル
：g

yo
u

se
ike

ie
i-g

@

to
w

n
.ku

riyam
a.h

o
kkaid

o
.jp

協
働
に
よ
っ
て
町
の
新
た
な
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
12
月
か
ら
使
用
を
開

始
す
る
「
栗
山
町
共
通
公
用
封

筒
」
へ
の
有
料
広
告
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　  

注
意
事
項
】

①
使
用
予
定
期
間
に
つ
い
て

は
、
申
込
件
数
の
状
況
に
よ

り
、
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

②
使
用
予
定
期
間
内
に
封
筒
を

全
て
使
用
し
た
場
合
は
、
そ

の
時
点
で
広
告
掲
載
を
終
了

し
、
期
間
内
に
在
庫
が
残
っ

た
場
合
は
、
全
て
使
用
す
る

ま
で
広
告
掲
載
を
延
長
し

ま
す
。

③
栗
山
町
広
告
掲
載
要
綱
・
栗

山
町
広
告
掲
載
基
準
に
規
定

さ
れ
て
い
る
「
広
告
媒
体
と

し
て
不
適
当
な
広
告
」
は
、

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
・
申
込
方
法
】

■
申
込
期
限　
　

11
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

■
申
込
方
法　
　

「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
広
告

の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添
え
て
申
込

町
補
助
金
申
請
の
流
れ

平
成
28
年
度
要
望
調
査

　

平
成
27
年
11
月
２
日

　
　
　
　
　
　

    

～
30
日

町
補
助
金
の
要
望
調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
28
年
度

ふ
る
さ
と
栗
山
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す
！

先
に
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵

送
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
「
広
告
掲
載
申
込
書
」
は
、

町
経
営
企
画
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.
kuriyam

a.hokkaido.jp/
docs/2012041100029

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
町

民
の
福
祉
向
上
な
ど
の
活
動
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
補
助
金
要
望

額
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
調
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
補
助
金
を
要
望
さ
れ
る
団

体
は
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
町
補
助
金
の
正
式
な
交
付
申

請
は
、本
要
望
調
査
を
受
け
、

来
年
度
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
提
出
・
報
告
方
法
】

①
新
規
に
交
付
を
要
望
す
る

団
体

　

詳
し
い
町
補
助
金
の
申
請
資

格
や
補
助
対
象
事
業
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
も
含
め
、
町
経
営
企

画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
、予
算
書（
案
）、

収
支
決
算
書
、
役
員
名
簿

な
ど

②
本
年
度
に
引
き
続
き
交
付
を

　
要
望
す
る
団
体

　

町
の
各
担
当
課
よ
り
連
絡
し

ま
す
の
で
、
来
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
補
助
金
の

要
望
額
を
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
事
業
の
実
施
な

ど
に
よ
り
補
助
金
を
増
額
要
望

す
る
場
合
は
、
次
の
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。（
各
担
当
課

に
提
出
）

●
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
な
ど
、
増
額
す

る
理
由
が
わ
か
る
書
類

【
提
出
・
報
告
期
間
】

　

11
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

除
く

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
経
営
企
画
課

　

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３

平
成
28
年
度
補
助
金
申
請

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

以
降
随
時

※
総
会
等
終
了
後
、
申
請

平
成
28
年
度
実
績
報
告

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　

～
平
成
29
年
３
月
31
日

※
事
業
等
終
了
後
、
報
告
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